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要　　　　　旨

　〔目的〕若年女性においては，BMIが標準範囲であっても体脂肪率が高い所謂「隠れ肥満」が問題
となっている。先行研究「若年女性の隠れ肥満の実態評価」（参照論文）において，隠れ肥満者を抽
出するツールとして，隠れ肥満指数（Masked Obesity Index: MOI）が提示されている。ただ，本論
文は₂₀₀₂年₁₂月に発表されたものであり，用いられた体脂肪計も販売停止になっていることから，
inbody社製の体組成計 inbodyS₁₀（S₁₀）を用いた検証を行ったので報告する。〔方法〕₂₀₁₇～₂₀₁₈年
に実施した一般教養の選択科目（健康と栄養）を受講した女子学生₁₆₀名について S₁₀を用いた体組
成測定を行った結果を用いて参照論文の検証を行った。なお，肥満等の判定は参照論文に従った。〔結
果〕参照論文ではMOIを算出するための BMIべき乗係数は₁.₉であったが，本研究では₁.₈が得られ
た。₁.₉を用いた場合のMOIカットオフ値は₀.₀₈₁で参照文献と一致した。₁.₈を用いた場合のMOI

カットオフ値は₀.₁₁₀となった。MOIを加えた肥満等判定は，区分毎にカットオフ値以上または未満
の区分が加わり₁₀区分となる。その中で₁.₉を用いた場合と₁.₈を用いた場合の不一致は，₁.₉を用い
ると，標準で未満者₄₁名中 ₃名が以上者に，隠れ肥満者で₁₆名中 ₁名が未満者と判定された。〔考察〕
BMIべき乗係数に差が見られたが，MOIカットオフ値以上者を判定基準とする限りは，BMIべき乗
係数は₁.₉で問題ないと考えた。体脂肪率に関しては，現在普及しているマルチ周波数の体組成計が
市場に出る以前からの体脂肪量を推定するノウハウが蓄積されて来たと思われることから，₁₇年前の
シングル周波数の機種のデータも十分に使えると考えた。

キーワード　隠れ肥満指数（MOI），肥満等判定，BMI，体脂肪率
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1.　は　じ　め　に

　「肥満とは，個体において脂肪組織が過剰となった状態」と定義されている。成人では体重
の増減は体脂肪量の増減を反映することから，体格指数（BMI＝体重［kg］/身長₂［m₂］）を
用いた判定基準が広く用いられている₁）。国内においては，日本肥満学会が提示した BMI₂₅
以上を肥満とする判定が広く普及している₂）。ただ，肥満の定義から考えると，体脂肪量の
測定が必須であり，BMIに体脂肪率（％fat）を組み合わせた肥満判定基準として様々なもの
が提示されている₃–₉）。
　若年女性における BMIが標準範囲であっても体脂肪率が高い所謂「隠れ肥満」への取り組
みとしての先行研究「若年女性の隠れ肥満の実態評価」（参照論文）があり，隠れ肥満者を抽
出するツールとして，隠れ肥満指数（Masked Obesity Index: MOI）が提示されている。た
だ，本論文は₂₀₀₂年₁₁月に発表されたものであり，用いられた体脂肪計（TANITAの Body 

Fat Analyzer TBF-₂₀₂）も製造・販売が終了していることから，inbody社製のマルチ周波数
の体組成計 inbodyS₁₀（S₁₀）を用いた検証を行ったので報告する。

2.　方　　　　　法

1）　対象

　₂₀₁₇～₂₀₁₈年に実施した一般教養の選択科目（健康と栄養等）を受講した女子学生₁₆₀名に
ついて S₁₀を用いた体組成測定を行った。

2）　参照論文の確認（参照論文の方法を再掲載する）
a）　肥満等の判定（参照論文の表 ₁に対応）
　肥満判定は参照論文では，肥満，隠れ肥満，隠れ肥満予備群の ₃通りで，標準及び痩せの

表 1　肥満，隠れ肥満，隠れ肥満予備群，標準，痩せの分類基準

肥満等区分 体脂肪率 BMI

痩せ 体脂肪率＜₂₅％ BMI＜₁₈.₅
標準 体脂肪率＜₂₅％ ₁₈.₅≦ BMI＜₂₄
隠れ肥満予備群 ₂₅≦体脂肪率＜₃₀％ BMI＜₂₄
隠れ肥満 体脂肪率≧₃₀％ BMI＜₂₄
肥満 体脂肪率≧₃₀％ BMI≧₂₄

注 ₁： 参照文献の表 ₁には体脂肪率と BMIについて，and，orの
表示は無いが，基本的には andと考える。

注 ₂：参照文献の表 ₁には標準と痩せは無いが，加筆修正した。
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区分は示されていないが，本研究においては被調査者の総数と一致させるため標準及び痩せ
を加え，肥満，隠れ肥満，隠れ肥満予備群，標準，痩せの ₅区分とした。

b）　隠れ肥満指数の導入
　参照論文では，％fatと BMIの散布図（単調増加曲線）から，べき乗関数として，％fat＝
aBMÎbを仮定し，両辺の対数をとり log％fat＝loga＋blogBMIとし，対数変換前の a＝％fat

÷BMÎbをMOIと定義している。この bを求めるために，％fat及び BMIの対数をとり，₅
つの判定区分毎に，その平均値を求め，log％fatと logBMIの回帰式 log％fat＝₁.₈₉₇₁×
logBMI－₁.₀₉₇₂（R₂＝₀.₉₈₉₂）を得た。この偏回帰係数 b＝₁.₈₉₇₁の値を丸めて₁.₉を BMI

べき乗係数（べき乗係数）としている。
　本検証においては，同じ方法でべき乗係数を求め，一致度を検討した。

c）　％fat別グループ別の平均 BMI及び平均MOI

　参照論文に従い，本研究で得られた％fat別グループ別の BMI及びMOIの平均値±標準偏
差（SD）を示した。

d）　％fat別グループ別・BMI別のMOIの分布
　参照論文に従い，本研究で得られた％fat別グループ別の BMI別の該当者の人数及びMOI

の平均値を示した。
e）　隠れ肥満予備群の評価
　隠れ肥満予備群の BMI別のヒストグラムを示した。

3）　べき乗係数の違いによる肥満区分別の抽出結果の差異に関する検討

　詳細は結果で示すが，参照論文ではべき乗係数₁.₉を用いているが，本研究ではべき乗係数
₁.₈が得られた。べき乗係数の違いは₂）の d）に示す「％fat別グループ別・BMI別のMOI

の分布」で得られるMOIのカットオフ値（カット値）の違いとしてあらわれることから，₂
つのカット値を用いて，MOIを加えた肥満区分別の抽出結果に違いが検出出来るのかについ
て検証を行った。

4）　解析ソフト等

　統計解析には，Statsoft社の STATISTICA₀.₃Jを用いた。

5）　倫理的配慮

　本研究の実施にあたっては，平成₂₉年度は「広島修道大学健康科学部健康栄養学科人を対
象とする医学系研究倫理審査」栄倫審₁₇₀₀₃号（平成₂₉年 ₇月 ₅日承認）により，平成₃₀年度
は「広島修道大学における人を対象とする研究倫理審査専門員会」第₂₀₁₈-₀₀₀₁号により承認
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を受けた後に実施された。

6）　研究費および利益相反

　inbodyS₁₀は広島修道大学健康科学部健康栄養学科臨床栄養学実習室に設置されている備品
であり，その他の経費は，₂₀₁₇年度及び₂₀₁₈年度の広島修道大学の個人研究費を受けて実施
されたものであり，利益相反関係にある企業等はない。

3.　結　　　　　果

1）　基本統計量

　A大学₂₀₁₇年及び₂₀₁₈年の ₁～ ₄年生の被調査者の内訳を，BMIのみの ₃区分とBMIと％
fatを併せた ₅区分に分けた場合のクロス集計表は表 ₂の通りである。

2）　隠れ肥満等の定義

　引用文献 ₃）～₉）に示された隠れ肥満等の定義を表 ₃に示す。

3）　参照論文に従って求めた結果
a）　肥満等の判定別の BMIと％fatの平均±標準偏差（SD）
　参照論文では，肥満，隠れ肥満，隠れ肥満予備群の ₃区分であるが，本研究においては被
調査者の総数と一致させるため，標準及び痩せを加え ₅区分とした。結果は表 ₄の通りであ
る。

表 2  参照論文のBMI区分（18.5～24）に沿った，今回用いた集
団の対象人数のクロス集計表

肥満等区分 痩せ 標準 肥満 行 合計

痩せ ₂₁ ₀ ₀ ₂₁（₁₃.₁）
標準 ₀ ₅₂ ₀ ₅₂（₃₂.₅）
隠れ肥満予備群 ₁ ₄₆ ₀ ₄₇（₂₉.₄）
隠れ肥満 ₀ ₁₉ ₀ ₁₉（₁₁.₉）
肥満 ₀ ₀ ₂₁ ₂₁（₁₃.₁）

列 合計 ₂₂ ₁₁₇ ₂₁ ₁₆₀

注 ₁：行頭は，BMIのみを用いた肥満等区分。
注 ₂：行側は，表 ₁を用いた肥満等区分。
注 ₃：青年女子160名。
注 ₄：行合計括弧内の人数の％表示は，全160名に対する比率。
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b）　隠れ肥満指数の導入（参照論文の図 ₁に対応）
　参照論文の方法に従い，％fat及び BMIの対数をとり， ₅分類の判定区分毎に，その平均
値を求め，MOI導定式のためのべき乗係数の算出を行った。散布図を図 ₁として，相関分析
結果を表 ₅に示す。得られた偏回帰係数 b＝₁.₇₈₁₇の値を丸めて₁.₈をべき乗係数とした。

c）　％fat別グループ別の平均 BMI及び平均MOI（参照論文の表 ₃に対応）
　参照論文に従い，％fatを₂₀％未満，₂₀％以上₂₅％未満，₂₅％以上₃₀％未満，₃₀％以上₃₅％

表 3　引用文献別肥満等判定基準

引用文献
番号 痩せ 標準 隠れ肥満予備群 隠れ肥満 肥満

₄）
₁₉.₈未満 ₁₉.₈以上₂₄.₂未満 ₂₄.₂以上₂₆.₄未満 ₂₆.₂以上
₁₇％未満 ₁₇以上₂₄未満 ₂₄以上₃₀％未満 ₃₀％以上

₅）
₁₈.₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₂₅未満 ₂₅未満 ₂₅以上
₂₅％未満 ₂₅％未満 ₂₅以上₃₀％未満 ₃₀％以上 ₃₀％以上

₆）
₁₈.₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₂₅以上
₂₀％未満 ₂₀以上₂₈未満 ₂₈％以上 ₂₈％以上

₇）
₁₈.₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₂₅以上

₃₀％以上

₈）
₁₈.₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₂₅未満 ₂₅未満 ₂₅以上
₂₅％未満 ₂₅％未満 ₂₅以上₃₀％未満 ₃₀％以上 ₃₀％以上

₉）
₁₈.₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₁₈.₅以上₂₅未満 ₂₅以上

₂₇未満 ₂₇以上₃₀％未満 ₃₀％以上 ₃₀％以上

注 ₁：上段は BMIの基準，下段は％fatの基準。
注 ₂：斜線部分は定義無し。
注 ₃：隠れ肥満予備群は，隠れ肥満傾向という呼び名も使われている。

表 4　参照論文の肥満等区分別の基本統計量

肥満等区分 人数（％） BMI ％ fat MOÎ₁.₉ MOÎ₁.₈

痩せ ₂₁（₁₃.₁） ₁₇.₇±₀.₇ ₂₀.₁±₄.₀ ₀.₀₈₅₂±₀.₀₁₆₈ ₀.₁₁₃₆±₀.₀₂₂₃
標準 ₅₂（₃₂.₅） ₂₀.₁±₁.₀ ₂₂.₃±₂.₃ ₀.₀₇₅₀±₀.₀₀₈₅ ₀.₁₀₁₃±₀.₀₁₁₂
隠れ肥満予備群 ₄₇（₂₉.₄） ₂₀.₉±₁.₃ ₂₇.₆±₁.₅ ₀.₀₈₆₄±₀.₀₀₉₄ ₀.₁₁₆₉±₀.₀₁₂₀
隠れ肥満 ₁₉（₁₁.₉） ₂₂.₈±₀.₈ ₃₂.₀±₁.₅ ₀.₀₈₃₉±₀.₀₀₄₉ ₀.₁₁₄₇±₀.₀₀₆₄
肥満 ₂₁（₁₃.₁） ₂₅.₇±₂.₀ ₃₄.₉±₄.₆ ₀.₀₇₅₂±₀.₀₀₇₉ ₀.₁₀₁₄±₀.₀₁₀₆

全グループ平均 ₁₆₀ ₂₁.₁±₂.₅ ₂₆.₄±₅.₆ ₀.₀₈₀₅±₀.₀₁₁₂ ₀.₁₀₉₁±₀.₀₁₄₇

注 ₁：参照論文の表 ₂に対応。
注 ₂：MOÎ1.9は参照論文から。MOÎ1.8は本研究で得られたもの。
注 ₃：表示は，平均± SD。
注 ₄：人数の％表示は，全160名に対する比率。
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未満，₃₅％以上の ₅区分として，BMI，％fat，BMIべき乗係数₁.₉のMOI（MOÎ₁.₉），BMI

べき乗係数₁.₈のMOI（MOÎ₁.₈）について，平均± SDを表 ₆に示した。

区分別log％fat = -0.9421 + 1.7817 * 区分別logBMI
相関: r =   0.9442

1.22 1.24 1.26 1.28 1.30 1.32 1.34 1.36 1.38 1.40 1.42 1.44 1.46

区分別 logBMI

1.25

1.30

1.35

1.40

1.45
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1.60

1.65

区
分

別
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t

95% 信頼区間

図 1　隠れ肥満指数算定のためのべき乗係数の算出

表 5　隠れ肥満指数算定のためのべき乗係数の算出

変数 平均± SD 偏相関係数 決定係数 t値 p値

区分別 logBMI ₁.₃₂₀₇±₀.₀₄₃₉
区分別 log％ fat ₁.₄₁₁₀±₀.₀₈₂₈  ₀.₉₄₄₂ ₀.₈₉₁₅ ₃₆.₀₂₄₃ ₀.₀₀₀₀

変数 人数 定数 従属：Y 傾き 従属：Y 定数 従属：X 傾き 従属：X

区分別 logBMI
区分別 log％fat ₁₆₀ －₀.₉₄₂₁ ₁.₇₈₁₇  ₀.₆₁₄₇ ₀.₅₀₀₃

注：参照論文の図1の補足資料的なもの。

表 6　参照論文の％fat別の身体的特徴

％fat区分 人数（％） BMI ％fat MOÎ₁.₉ MOÎ₁.₈

＜₂₀％ ₁₈（₁₁.₃） ₁₈.₆±₁.₁ ₁₇.₁±₂.₃ ₀.₀₆₆₂±₀.₀₀₆₂ ₀.₀₈₈₇±₀.₀₀₈₃
₂₀～₂₅％ ₅₆（₃₅.₀） ₁₉.₈±₁.₅ ₂₃.₂±₁.₂ 0.0814±₀.₀₁₁₆ 0.1095±₀.₀₁₄₈
₂₅～₃₀％ ₄₉（₃₀.₆） ₂₁.₀±₁.₅ ₂₇.₆±₁.₅ ₀.₀₈₅₆±₀.₀₀₉₉ ₀.₁₁₆₀±₀.₀₁₂₇
₃₀～₃₅％ ₂₇（₁₆.₉） ₂₃.₄±₁.₀ ₃₂.₂±₁.₅ ₀.₀₈₁₁±₀.₀₀₆₁ ₀.₁₁₁₁±₀.₀₀₇₈
≧₃₅％ ₁₀（₆.₃） ₂₇.₀±₂.₃ ₃₈.₇±₂.₇ ₀.₀₇₄₉±₀.₀₀₉₄ ₀.₁₀₄₀±₀.₀₁₂₄

全グループ ₁₆₀ ₂₁.₁±₂.₅ ₂₆.₄±₅.₆ ₀.₀₈₀₅±₀.₀₁₁₂ ₀.₁₀₉₁±₀.₀₁₄₇

注 ₁：参照論文の表 ₃に対応。
注 ₂：MOÎ1.9は参照論文から。MOÎ1.8は本研究で得られたもの。
注 ₃：表示は，平均± SD。
注 ₄：人数の％表示は，全160名に対する比率。
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d）　％fat別グループ別・BMI別のMOIの分布（参照論文の表 ₄に対応）
　参照論文に従い，表頭に％fatを₂₀％未満，₂₀％以上₂₅％未満，₂₅％以上₃₀％未満，₃₀％以
上₃₅％未満，₃₅％以上の ₅区分として，表側には BMIを₁₈未満，₁₈以上₂₀未満，₂₀以上₂₂未
満，₂₂以上₂₄未満，₂₄以上₂₆未満，₂₆以上の ₆区分として，該当者の人数とMOÎ₁.₉の平均
値を表₇-₁に示した。同様に本研究の対象者の人数とMOÎ₁.₈の平均値を表₇-₂に示した。
　なお，参照論文の表 ₄ の％fatは₂₀％未満，₂₀％以上₂₅％未満，₂₅％以上₃₀％未満まで，
BMIは₁₈未満，₁₈以上₂₀未満，₂₀以上₂₂未満，₂₂以上₂₄未満，₂₄以上₂₆未満までしか表示さ
れていないが，参照論文の本文に従い全てを表示した。

表7-1　参照論文の％fat別，BMI別のMOI％ fat区分

％fat区分→ ％fat ＜₂₀％ ％fat₂₀～₂₅％ ％fat₂₅～₃₀％ ％fat₃₀～₃₅％ ％fat≧₃₅％ 行 合計

BMI区分↓ 人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

＜₁₈  ₆（₃.₃） ₀.₀₆₈₆  ₆（₃.₃） ₀.₁₀₀₈ ₀ ₀ ₀ ₁₂（₇.₅）
₁₈～₂₀ ₁₁（₆.₉） ₀.₀₆₅₆ ₂₇（₁₅.₀）₀.₀₈₅₃ ₁₂（₆.₇） ₀.₀₉₈₃ ₀ ₀ ₅₀（₃₁.₃）
₂₀～₂₂  ₁（₀.₆） ₀.₀₅₉₁ ₁₉（₁₀.₆）₀.₀₇₃₇ ₂₅（₁₅.₆）₀.₀₈₄₃  ₁（₃.₃） ₀.₀₉₆₉ ₀ ₄₆（₂₈.₈）
₂₂～₂₄ ₀  ₃（₁.₇） ₀.₀₆₂₈ ₁₀（₆.₃） ₀.₀₇₇₁ ₁₈（₁₁.₃）₀.₀₈₃₁ ₀ ₃₁（₁₉.₄）
₂₄～₂₆ ₀  ₁（₀.₆） ₀.₀₅₇₁  ₂（₁.₃） ₀.₀₆₇₆  ₈（₅.₀） ₀.₀₇₄₇  ₅（₃.₁） ₀.₀₈₂₂ ₁₆（₁₂.₁）
≧₂₆ ₀ ₀ ₀ ₀  ₅（₃.₁） ₀.₀₆₇₆  ₅（₃.₁）

全平均゜ ₁₈（₁₁.₃）₀.₀₆₆₂ ₅₆（₃₅.₀） 0.0814 ₄₉（₃₀.₆）₀.₀₈₅₆ ₂₇（₁₆.₉）₀.₀₈₁₁ ₁₀（₆.₃） ₀.₀₇₄₉ ₁₆₀

注 ₁：参照論文の表 ₄に対応。
注 ₂：MOÎ1.9は参照論文で得られたもの。
注 ₃：表示は，平均値のみ。
注 ₄：人数の％表示は，全160名に対する比率。

表7-2　本研究で得られた BMIべき乗数1.8を用いた場合の％fat別，BMI別のMOI

％fat区分→ ％fat＜₂₀％ ％fat₂₀～₂₅％ ％fat₂₅～₃₀％ ％fat₃₀～₃₅％ ％fat≧₃₅％ 行 合計

BMI区分↓ 人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

MOI
人数
（％）

＜₁₈  ₆（₃.₃） ₀.₀₉₁₃  ₆（₃.₃） ₀.₁₃₄₀ ₀ ₀ ₀ ₁₂（₇.₅）
₁₈～₂₀ ₁₁（₆.₉） ₀.₀₈₈₀ ₂₇（₁₅.₀）₀.₁₁₄₆ ₁₂（₆.₇） ₀.₁₃₂₁ ₀ ₀ ₅₀（₃₁.₃）
₂₀～₂₂  ₁（₀.₆） ₀.₀₈₀₂ ₁₉（₁₀.₆）₀.₀₉₉₉ ₂₅（₁₅.₆）₀.₁₁₄₃  ₁（₃.₃） ₀.₁₃₁₂ ₀ ₄₆（₂₈.₈）
₂₂～₂₄ ₀  ₃（₁.₇） ₀.₀₈₅₈ ₁₀（₆.₃） ₀.₁₀₅₃ ₁₈（₁₁.₃）₀.₁₁₃₇ ₀ ₃₁（₁₉.₄）
₂₄～₂₆ ₀  ₁（₀.₆） ₀.₀₇₈₅  ₂（₁.₃） ₀.₀₉₃₁  ₈（₅.₀） ₀.₁₀₂₉  ₅（₃.₁） ₀.₁₁₃₅ ₁₆（₁₂.₁）
≧₂₆ ₀ ₀ ₀ ₀  ₅（₃.₁） ₀.₀₉₄₅  ₅（₃.₁）

全平均゜ ₁₈（₁₁.₃）₀.₀₈₈₇ ₅₆（₃₅.₀） 0.1095 ₄₉（₃₀.₆）₀.₁₁₆₀ ₂₇（₁₆.₉）₀.₁₁₁₁ ₁₀（₆.₃） ₀.₁₀₄₀ ₁₆₀

注 ₁：MOI算出に用いた BMIべき乗係数1.8は本研究で得られたもの。
注 ₃：表示は，平均値のみ。
注 ₄：人数の％表示は，全160名に対する比率。
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e）　隠れ肥満予備群の評価（参照論文の図 ₂に対応）
　参照論文に従い，隠れ肥満予備群の BMIの分布をヒストグラムとして図 ₂に示した。

4） MOÎ1.9を用いた場合とMOÎ1.8を用いた場合の肥満判定者におけるMOI基準値以

上者と未満者の不一致の有無の検証

　表 ₅の％fat₂₀％以上₂₅％未満の平均値から，MOÎ₁.₉のカット値は₀.₀₈₁，MOÎ₁.₈のカッ
ト値は₀.₁₁₀となる。

a）　べき乗係数の違いによる肥満区分別抽出結果の違いに関する検討
　べき乗係数₁.₉（カット値₀.₀₈₁）とべき乗係数₁.₈（カット値₀.₁₁₀）によるカット値以上
者と未満者のクロス主計結果を表 ₈に示した。

b）　MOIカット値以上者の取り扱い
　 ₅つの肥満等区分において，カット値以上と未満で区分けして₁₀区分としたを表₉に示した。

17 18 19 20 21 22 23 24

BMI

0

2

4

6

8

10

12

14

16

度
数

図 2　隠れ肥満予備群の BMIヒストグラム

表 8　BMIべき乗係数とMOIのカット値の関連

BMIべき乗係数₁.₈↓ BMIべき乗係数₁.₉→
カット値₀.₀₈₁

行 合計
以上 未満

カット値₀.₁₁₀
以上 ₈₁  ₀  ₈₁
未満  ₀ ₇₉  ₇₉

全グループ ₈₁ ₇₉ ₁₆₀

注 ₁：べき乗係数1.9，カット値0.081は参照論文から。
注 ₂：べき乗係数1.8，カット値0.110は本研究から。
注 ₃：以上，未満は各々のカット値以上，未満を示す。
注 ₃：ピアソンのカイ2乗＝160.0，p＝0.0000
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4.　考　　　　　察

　インピーダンス法を用いた体組成計では，TANITA社製は推定値を求める際に年齢や性と
いった経験年数を用いるのに対し，inbody社製は用いないといった差がある。参照論文では
TANITA社製のシングル周波数を用いた機種，検証機種は inbody社製のマルチ周波数を用い
た機種である点が異なる点を踏まえた考察となる。
　表 ₂，表 ₄，表 ₆，表₇-₁の値が参照論文と近似していることから，対象集団は調査対象人
数（参照論文₃₈₅名，本研究₁₆₀名）を除いて，近似していると考えた。
　べき乗係数の影響は，参照論文のべき乗係数₁.₉，本研究で得られたべき乗係数は₁.₈であっ
たが，表 ₆の％fat₂₀～₂₅％に該当するべき乗係数₁.₉の場合はカット値₀.₀₈₁，べき乗係数₁.₈
の場合はカット値₀.₁₁₀を用いた場合，表 ₈からカット値以上者と未満者が完全に一致してい
る。また，表 ₉で肥満等区分別にカット値以上者と未満者を区分けした結果，標準判定者で
未満者₄₁名中の ₃名が以上者に，隠れ肥満判定者で₁₆名中の ₁名が未満者と判定されるといっ
た不一致が見られのみであった。以上のことから，参照論文のべき乗係数₁.₉，カット値₀.₀₈₁
を用いることは，問題が無いと考えた。
　機種が異なるにも関わらず参照論文と本研究の結果がほぼ一致した理由としては，BMIは
問題ないとして，％fatは現在普及しているマルチ周波数の体組成計が出来る以前からの体脂
肪量を推定するノウハウが蓄積されて来たと思われることから，₁₇年前のシングル周波数の

表 9　参照論文の肥満等区分毎にMOIのカット値以上，未満で10区分したもの

べき乗係数
₁.₈↓

べき乗係数
₁.₉→

痩せ 標準 隠れ肥満予備群 隠れ肥満 肥満 行
合計未満 以上 未満 以上 未満 以上 未満 以上 未満 以上

痩せ
未満 ₈ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₈
以上 ₀ ₁₃ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₁₃

標準
未満 ₀ ₀ 38 3 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ 41
以上 ₀ ₀ ₀ ₁₁ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ 11

隠れ肥満
予備群

未満 ₀ ₀ ₀ ₀ ₁₄ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₁₄
以上 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₃₃ ₀ ₀ ₀ ₀ ₃₃

隠れ肥満
未満 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₄ ₀ ₀ ₀ 4
以上 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ 1 15 ₀ ₀ 16

肥満
未満 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₁₆ ₀ ₁₆
以上 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₄ ₄

列合計 ₈ ₁₃ 38 14 ₁₄ ₃₃ 5 15 ₁₆ ₄ ₁₆₀

注 1：表中，肥満等区分の内訳において，不一致部分を太字で示した。
注 2：行と列の肥満等区分（標準と隠れ肥満）の内訳が不一致であったので太字で示した。
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機種のデータも十分に使えると考えた。
　べき乗係数を₁.₉にするか₁.₈なのかについては，それに対するカット値が変わることから，
結果に殆ど影響が出ない。以上から，本研究で得られた₁.₈は n数が₁₆₀名と少ないことの影
響と考え，べき乗係数を₁.₉，カット値₀.₀₈₁が適当と考えた。

5.　ま　　と　　め

　隠れ肥満の概念は確立されたものではなく，内臓脂肪蓄積型肥満（メタボ肥満）にまで拡
張されている₁₀）。確かにメタボ肥満は見ることが出来ないので隠れ肥満と言えるが，メタボ
リックシンドロームと繋がるメタボ肥満は腹囲と関連させて別カテゴリーとすることが混乱
を招かないためにも必要と考える。
　隠れ肥満のイメージとしては，霜降り肉型を想起させるような概念の普及が適当と考える。
MOIは隠れ肥満を説明するツールとして有効である。参照論文のべき乗係数₁.₉とカット値
₀.₀₈₁を用いた判定基準と，べき乗係数₁.₈とカット値₀.₁₁₀を用いた場合と判定結果がほぼ変
わらないことから，参照論文のべき乗係数₁.₉とカット値₀.₀₈₁を用いて支障が無いと考えた。
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Abstract

Confirmation of the masked obesity index in young women

Seiji Sakemoto, Fumiko Fujii, Jun Murakami, Atsuko Kayashita,  

Shouko Tanamachi, Kohei Miura, Eri Matsumoto, Mayumi Kawatani,  

Masako Tsuji, Chiaki Kose and Kazue Kuno

Objective: To screen masked obesity among young women, we calculated the masked 

obesity index (MOI) and compared that with the value that was previously reported.　Meth-

ods: Subjects were ₁₆₀ female students who attended a Health and Nutrition class.　Body mass 

index (BMI) was calculated using height and weight (kg/m₂), and body fat percentage (%fat) 

was measured using InBody S₁₀ (InBody Inc.).　The subjects were defined as obese (BMI ≥ 

₂₄ and %fat ≥ ₃₀%), masked obese (BMI < ₂₄ and %fat ≥ ₃₀%), and masked obese reserves (₂₄ 
< BMI and %fat < ₃₀%).　MOI was defined as [%fat]/[BMI]a.　Results: The MOI from our 

results was expressed as [%fat]/[BMI]₁.₈ and MOI for masked obesity was ₀.₁₁₀, although the 

previous report showed [%fat]/[BMI]₁.₉ and MOI for masked obesity was ₀.₀₈₁.　The differ-

ence depends on the different body composition analysis methods used to estimate %fat.　We 

separated the subjects into ₁₀ categories by obesity, masked obesity, obesity reserves, normal, 

and thin, both below MOI or over MOI.　Comparing the category＇s subjects assigned in this 

study and the previous study, only one person was classified in a different category, while other 

subjects were classified in the same category.　Discussion: We confirmed that the equation and 

MOI for masked obesity previously described were accurate in spite of the different method of 

body composition analysis used.

Keywords: masked obesity index (MOI), Obesity judgment, BMI, body fat percentage


